
教育委員会の連携を通した活力ある学校づくり

福島県教育庁相双教育事務所
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８町村教育委員会を支える教育事務所の取組み

１ 福島県学校再開支援チームによる魅力的な教育活動への支援
○ 教育事務所内に学校再開支援を統括する主任指導主事の配置
○ ８町村教育委員会をそれぞれに担当する指導主事の任命

２ 双葉郡教育復興ビジョン推進協議会と連携した支援

３ 教職員配置等の人事管理における支援

４ 魅力的な教育活動を推進するための教員の指導力に関する研修
等の支援
○ 各校からの要請に応じた研修支援
○ 避難地区１２市町村における少人数に対応した教授法に関する
教員研修の開催
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▷ 極少人数のよさを活かした学習指導の充実

▷ 個の実態や特性に応じた きめ細かな指導

▷ 個別カルテ作成による少人数ならではの個に応じた
きめ細かな指導

▷ 生徒カルテを活用したカンファレンス

▷ 教師主導型からの脱却

▷ 対話する授業

▷ 一人一人を伸ばす

▷ 個に応じた支援

双葉郡の小中学校における
各校の特色ある教育についての記述から
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○ 公開授業
○ 講演 「少人数教育の魅力とは」 北海道教育大学 川前あゆみ 先生
○ ラウンドテーブル「少人数教育から未来の教育をデザインする

～一人一人を確実に伸ばす個に応じた指導の在り方～」

避難地区１２市町村における
少人数教育に対応した教授法に関する教員研修（Ｈ３０～）
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双葉郡の小中学校における遠隔教育について

▷ 極少人数であるため、同年齢の児童生徒との多様な意見
交換をさせたい。
▷ 一人一人の児童生徒に応じた学習機会を提供する観点か
ら、遠隔合同授業で学習効果を発揮しやすい学習場面や目
的・活動例等を明らかにし、教育課程に落とし込んでいく。

【期待される効果】

○多様な意見や考えに触れられる。
○友達との話合いや議論を通じて、
自分の考えを深められる。

○学習意欲や相手意識が高まる。
○コミュニケーション力や社会性
が養われる。

【遠隔合同授業の基本的な考え方】
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▷ 合同授業型により、児童生徒が多様な意見や考えに触れ
たり、協働して学習に取り組んだりする機会の充実を図る。

送
信
側

受
信
側

教師Ｅ＋児童生徒ＡＢ

児童生徒Ａ 児童生徒Ｂ

児童生徒Ｃ
教
師
Ｄ

教
師

Ｅ

教師Ｄ＋児童生徒Ｃ

児童生徒Ａ 児童生徒Ｂ

教
師
Ｅ

児童生徒Ｃ
教
師
Ｄ

同時
双方向

【遠隔合同授業のイメージ】

-7-



-8-



-9-



10

学級・授業づくり
セミナー

８月６日（火）
南相馬市立
原町第二小学校

少人数教育に対応した教授法に
関する教員研修
９月２６日（木）

富岡町立富岡小中学校（富岡校）
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